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参加費
1 名あたり 3,000 円（税込み）
※その他講座の実施費用は多摩市が負担します。
※参加費は受講確定後に委託事業者より徴収します。参加費の振込手数料は各社にてご負担ください。

参加定員
申込先着 30 名まで
※申込みは、受講を希望される方をとりまとめ企業単位でお申込みください。
※1 社あたり最大 3 名までお申込みいただけます。

対象者 市内中小企業に勤務する入社 3 年以内の概ね 35 歳未満の従業員
※受講後 6 か月は市内企業で就業継続する見込みのある方に限る

スケジュール 2025年8月4日（月）～2026年3月26日（木） 
※スケジュールの詳細は裏面をご確認ください。

受講方法 ①オンライン開催（Zoom）　②録画動画視聴によるオンデマンド受講
※各回いずれからの方法で受講いただけます。

ITパスポート

基本情報技術者

講座内容

DX推進に必要な基礎知識や日常業務に活用できる基本的なオフィス作業の効率化やデータサイエンス
のビジネス活用事例と「ITパスポート試験」及び「基本情報技術者試験」合格程度の講座を実施します。

「ITを使って何ができるか」を考えられる人材になるためのスタートライン！
経営戦略や業務改善の視点から、ITをどう活用すべきか考える力が養われます。 
AI、IoT、クラウド、セキュリティなど、DXに不可欠な技術の基礎も網羅。

「ITを使って実現する力」を育てるステップ！
 AIや自動化の基盤となる論理的思考力と実装の基本から、クラウド活用や
サイバーセキュリティの基礎やデータ活用、プロジェクト遂行力を養成します。

申込方法

専用申込フォームよりお申込みください。
※申込受付期間外での申込みは承りかねます。

申込フォーム

申込受付期間

https://form.run/@tama-dxpro
2025年6月23日（月）～7月11日（金）まで ※受講定数に達し次第、受付を終了します。

委託事業者

令和7年度 多摩市DX人材教育プログラム事業

受講者
募集

自社のDX推進人材育成！

オンライン講座
DX人材育成



多摩市「DX人材教育プログラム事業」
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DX（デジタルトランスフォーメーション）は、単なるIT導入ではありません。ビジネスモデルを革新し、顧客体験
を変え、企業の競争力を高めるための戦略的な変革です。

ITパスポート試験は、DXの本質を理解し、推進するための
「土台となる知識とスキル」を体系的に学ぶことができます。

ITパスポート DX人材への第一歩

ITパスポートで身につくDX推進力

ビジネス×ITの橋渡し力
経営戦略や業務改善の視点から、ITをどう活用すべきかを考える力が養わ
れます。

デジタル技術の基礎理解
AI、IoT、クラウド、セキュリティなど、DXに不可欠な技術の基本を網羅。

プロジェクト推進力
アジャイル開発やITサービスマネジメントなど、DXプロジェクトを円滑に
進めるための知識も習得。

法務・リスク対応力
個人情報保護や著作権など、DX時代に求められるコンプライアンス意識も
身につきます。

基本情報技術者試験は、単なるIT知識の習得ではなく、DXを支え
る技術的・論理的な思考力を体系的に身につける国家試験です。

基本情報技術者
DXの「実行力」を
持つ人材へ

DX人材に必要なスキルが、ここにある

プログラミングとアルゴリズムの理解
AIや自動化の基盤となる論理的思考力と、実装の基本が身につきます。

ネットワーク・セキュリティの知識
DX時代に不可欠なクラウド活用やサイバーセキュリティの基礎を習得。

データベースと情報管理
データ活用の要となる設計・運用の知識を学び、DXの「データ駆動型経営」に貢献。

システム開発とプロジェクト管理
DX推進に必要な開発手法（アジャイルなど）や、チームでのプロジェクト遂行力を
養成。

IT戦略と業務改善の視点
ITを活用した業務改革や、経営戦略との連携を理解し、現場からDXを推進できる力
を育てます。

DX推進講座（全14回／28時間） 基本情報（全30回／60時間）ITパスポート（全21回／42時間）

8月4日（月）

8月6日（水）

8月7日（木）

8月18日（月）

8月20日（水）

8月21日（木）

8月25日（月）

8月27日（水）

8月28日（木）

9月1日（月）

9月3日（水）

9月4日（木）

9月8日（月）

9月10日（水）

①ビジネス
アーキテクチャ

②AI基礎と注意点

③オフィス作業の
効率化Copilot1

④オフィス作業の
効率化Copilot２

⑤SNSや動画の活用

⑥Teamsによる
情報共有

⑦データサイエンス
基礎１

⑧データサイエンス
基礎２

⑨データサイエンス
基礎３

⑩Canvaによる
生成AI

⑪AIと法

⑫DX化と
セキュリティ

⑬先端技術の
社会実装

⑭ケーススタディ

12月1日（月）

12月4日（木）

12月8日（月）

12月11日（木）

12月15日（月）

12月18日（木）

12月22日（月）

12月25日（木）

1月5日（月）

1月8日（木）

1月15日（木）

1月19日（月）

1月22日（木）

1月26日（月）

1月29日（木）

①高校数学復習２

②基礎理論

③アルゴリズムと
プログラミング

④コンピュータの
構成要素

⑤システムの
構成要素

⑥ソフトウェア

⑦ハードウェア

⑧ヒューマン
インタフェース

⑨データベース

⑩ネットワーク

⑪セキュリティ

⑫システム開発

⑬ソフトウェア開発

⑭プロジェクト
マネジメント

⑮サービスマネジ
メントと監査

2月2日（月）

2月5日（木）

2月9日（月）

2月12日（木）

2月16日（月）

2月19日（木）

2月26日（木）

3月2日（月）

3月5日（木）

3月9日（月）

3月12日（木）

3月16日（月）

3月19日（木）

3月23日（月）

3月26日（木）

⑯システム戦略

⑰システム企画

⑱経営戦略
マネジメント

⑲ビジネス
インダストリ

⑳企業活動

㉑法務

㉒擬似言語と
アルゴリズム１

㉓擬似言語と
アルゴリズム２

㉔擬似言語と
アルゴリズム３

㉕過去問/模擬演習
ストラテジ

㉖過去問/模擬演習
マネジメント

㉗過去問/模擬演習
テクノロジ

㉘過去問/模擬演習
計算問題

㉙過去問/模擬演習
擬似言語１

㉚過去問/模擬演習
擬似言語２

9月11日（木）

9月17日（水）

9月18日（木）

9月22日（月）

9月24日（水）

9月25日（木）

9月29日（月）

10月2日（木）

10月6日（月）

10月9日（木）

10月16日（木）

①試験概要・
高校数学復習１

②S・企業と法

③S・経営とマネジメント

④S・システム戦略と企画

⑤M・開発技術

⑥M・マネジメントと
システム監査

⑦T・基礎理論１

⑧T・基礎理論２

⑨T・コンピュータと
ソフトウェア

⑩T・情報デザインと
メディア

⑪T・データベース

10月20日（月）

10月23日（木）

10月27日（月）

10月30日（木）

11月6日（木）

11月10日（月）

11月13日（木）

11月17日（月）

11月20日（木）

11月27日（木）

⑫T・ネットワーク

⑬T・セキュリティ

⑭T・ビジネス
インダストリ

⑮T・アルゴリズムと
擬似言語１

⑯T・アルゴリズムと
擬似言語２

⑰過去問/模擬演習１
ストラテジ

⑱過去問/模擬演習２
マネジメント

⑲過去問/模擬演習３
テクノロジ

⑳過去問/模擬演習４
計算問題

㉑過去問/模擬演習5
擬似援護

講座スケジュール

※講座実施時間は各回19:00～21:00です。
※オンデマンドによる後日配信でも視聴いただけます。

※Ｓ＝ストラテジ系、Ｍ＝マネジメント系、Ｔ＝テクノロジ系
　上記3つのカテゴリから出題されます。

参加者交流会
（全4回実施予定）

【日時】
【場所】
【内容】・DXの先進事例についての勉強会等（グループワーク等）

・所属企業の紹介、名刺交換

8月、10月、12月、2月（予定）※平日2時間程度
多摩市内施設


